
指定管理料

指定管理料と納付金の考え方について

０ ４．５万人 ５．５万人 ７．６万人 利用者数

納付金

入湯税
（大人５０円）１３００

万円

納付金

７７５万円

想定金額 料金 利用料金 入湯税

大人 ６００ ５５０ ５０

子供 ３００ ３００ ０

納付金の考え方

温浴施設の利用者4万５千人以上の利用料金のうち５０％を市へ納付する。

利用者 大人：子供＝４：１と仮定すると一人当たり平均利用料金は５００円

キャンプ場からの入浴者数は１．６万人を想定（キャンプ場利用者の７割）

７．６万人の時

３０４万円

納付金０円

指定管理料

１３００万円

４．５万人の時

１８０万円

施設全体に設定する

指定管理料

１３００万円

納付金

２５０万円

５．５万人の時に

事業者の

手元に残る指定管理料

１０５０万円

７．６万人の時に

事業者の

手元に残る指定管理料

５２５万円

(76000-45000)人×500円×50%=775万円

(55000-45000)人×500円×50%=250万円

1300-250=1050万円

1300-775=525万円

入湯税の対象となる大人利用者＝全体76000人×80%=60800人

60800人×50円＝304万円

大人：子供＝４：１と仮定した計算

指定管理料の提案金額が１３００万円だった場合の試算例


